
資料４－①

令和６年度第１回 
沖縄総合事務局 

開発建設部 
事業評価監視委員会

 

 

 

 

 

事業評価監視委員会審議資料

 

 

 

 

 【再評価事業】

○一般国道５０６号　豊見城東道路 

○一般国道５０６号　小禄道路     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄総合事務局開発建設部 



一般国道５０６号
小禄道路 豊見城東道路

再評価資料

2024年12月2日

沖縄総合事務局開発建設部



目 次
１．事業の目的と概要

１）事業を巡る社会情勢等の変化

①人口動態・地域情勢の変化

②交通状況の変化

③港湾・空港機能の強化

④観光の活性化

２）事業の投資効果

●事業費の見直し

●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果

●地域活性化

●円滑なモビリティの確保

●防災

●費用対効果（Ｂ/Ｃ）に含まれない効果の算定

･･･････････････････････････････････････････････････････････ １

２．事業の必要性に関する視点 ･･･････････････････････････････････････････････････ ３

３．事業の進捗状況の見込みの視点 ･･････････････････････････････････････････････ ２８

４．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点 ･･･････････････････････････････････････ ２９

５．対応方針（原案） ･････････････････････････････････････････････････････････ ３０

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

①事業概要

②上位計画

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26



① 沖縄本島全域と那覇空港の定時性・速達性を確保

② 国道331号小禄地区の交通渋滞の緩和、那覇中心部

における通過交通の削減

③ 沖縄本島における物流の効率化・観光産業を支援

計画概要

事業目的

標準断面図

年次 小禄道路 豊見城東道路

平成 2年度 都市計画決定

平成 3年度 事業化

平成 5年度 用地着手

平成 9年度 工事着手

平成15年度 豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）暫定開通

平成19年度 全線暫定開通（L=6.2km）

平成21年度 都市計画決定

平成22年度 豊見城・名嘉地IC暫定ランプ開通

平成23年度 事業化

平成25年度 用地着手 豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）完成開通

平成26年度 工事着手 全線４車線開通（L=6.2km）
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１．事業の目的と概要
■小禄道路・豊見城東道路は、沖縄ブロック新広域道路交通計画において、定住自立圏や重要な拠点、空港・港湾を連絡する「高規格道路」として位

置づけられており、沖縄本島北部及び中南部から那覇空港間の定時性・高速性を確保するとともに物流・観光の効率化を支援する。（図1）
■那覇都市圏は、2環状7放射道路の整備を行うことにより、交通経路の分散化による慢性的な那覇都市圏の混雑時旅行速度の向上を図ることを目

的に整備を推進しており、小禄道路・豊見城東道路は2環状道路の一部を形成する。 (図2)

②上位計画

●（図2）那覇都市圏の2環状7放射道路

小禄道路・豊見城東道路

出典：南部国道事務所事業概要2024

●（図1）沖縄ブロック 広域道路ネットワーク計画図

出典：沖縄ブロック新広域道路交通計画より一部抜粋、作成

小禄道路・
豊見城東道路

２
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●（図3） 人口伸び率の推移

出典：（H2～R2）国勢調査、（R7～R32）国立社会保障・人口問題研究所将来推計人口

■小禄道路・豊見城東道路の位置する那覇市・豊見城市の人口の伸び率は全国平均を上回る伸び率を示しており、今後沿線開発等が進むこと

で更なる人口の増加が期待される。（図3）

■自動車保有台数の伸び率は、沖縄県と類似した変化となっており、全国平均を大きく上回る伸び率である。（図4）
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２ ．事業の必要性に関する視点
①人口動態・地域情勢の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

●（図4） 自動車保有台数の伸び率の推移

（年）
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出典： (全国)(一財)自動車検査登録情報協会「自動車保有台数」
(～H17)沖縄県統計年鑑、 (H22～)業務概況（沖縄総合事務局）

※各年3月末時点の数値

豊見城東道路
新規事業化（H3）



国道331号 赤嶺交差点

■那覇空港周辺では那覇西道路がH23年8月に全線4車線開通、豊見城東道路がH27年3月に全線4車線開通、豊見城・糸満道路がH29年3月に全

線4車線開通しており、ミッシングリンクである小禄道路区間の整備により、那覇港と南部方面のアクセス向上が期待される。（図5）

■那覇市南西部及びその周辺の国道331号等をはじめとする幹線道路では、交通の集中によって旅行速度の低下が見られるとともに、主要

渋滞箇所も点在しており交通渋滞が慢性化している。（図6）

●（図6）小禄道路に並行する国道331号の交通量
（赤嶺交差点～瀬長交差点）

●（図5）周辺道路の整備状況と速度の状況

国道331号 瀬長交差点

２ ．事業の必要性に関する視点
②交通状況の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

※R6.10.18撮影 ４

交通容量を超過
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※R6.5.15撮影

出典：全国道路・街路交通情勢調査結果
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出典：プローブデータ（期間：R5年度平日夕方混雑時平均）
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■那覇港は東アジア・東南アジアの中心に位置する地理的特徴を活かして輸出入の拠点となるとともに、本土各地への内易ネットワークや那覇空

港との連携を図っており、那覇港の貨物量も増加傾向となっている。（図7,8,10）

■当該地区は国際物流拠点産業集積地域に指定されており、DPL沖縄豊見城に世界的企業アマゾンの配送拠点が整備されるなど、今後重要物

流拠点としての機能が期待されるため、那覇港と那覇空港・糸満工業団地・豊崎工場適地等を結ぶアクセス性の向上が重要である。（図9,11）

●（図9）国際物流拠点産業集積地域の指定●（図8）那覇空港の航空路線ネットワーク●(図7)定期コンテナ船の航路

那覇港が物流の重要な

ネットワーク拠点として機能

出典：那覇港 長期構想 概要版(R4.4)

●(図10)那覇港の貨物量
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２ ．事業の必要性に関する視点
③港湾・空港機能の強化１）事業を巡る社会情勢等の変化

５

出典： 令和6年度沖縄県企業立地ガイド

●(図11)那覇港の物流拠点としての役割

那覇市内の旧３地区（赤枠左から旧那覇空港地区、旧
那覇地区、旧那覇港地区）は「那覇・浦添・豊見城・宜
野湾・糸満地区」の区域に包含される。

那覇・浦添・豊見城・宜野湾・糸満地区

那覇市・浦添市・豊見城市・宜野湾市
及び糸満市全域

出典： 「国際物流拠点産業集積計画の概要について」（R4.8、沖縄県）
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※H30〜R４年は統計の見直しを行っている



1,695 1,752 1,763 1,746

659 799

1,582 1,746 1,798

308 364 391 315
41

207 320
2,003 2,116

2,155
2,061

659
800

1,623
1,952

2,117

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

国内線 国際線 合計

46 37 47 41 
68 

105 

183 
217 236 251 

17 0 0

72
6 16

20 15
12

10

10

7
7

9

2
0 0

752 53 
67 56 

80 

115 

193 
224 

243 
260 

19
0 0

79

180

278

67 54 70 
66 

117 

212 

387 

485 

610 
677 

39 
0 0 

152 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

50

100

150

200

250

300

350

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

外国船籍 （回） 日本船籍 （回） 乗客数 （千人）

寄港

回数（回）

乗客数

（千人）

(R6.11時点)

22 22
25 24

28
31

35
37

41 41

32
32

43

51

367 394 408 448 492 565 620
703

812 876

940
1,021

1,274

1,885

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

0

10

20

30

40

50

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

事
業
者
数

許
可
車
両
数(

千
台)

許可車両数 事業者数

571 553 592
658

717
794

877
958 1,000 947

258
327

677

853

49640 38 40
45

53
60

66 70 73 70

25 29

70

85

0

20

40

60

80

100

120

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
上半期

観光客数 観光収入観光客数（万人） 観光収入（百億円）

■沖縄県の観光客数やレンタカー許可車両数、レンタカー事業者数、クルーズ船の寄港回数等は年々増加傾向となっており、コロナ禍で

一旦落ち込んだものの近年は回復傾向であり、今後とも増加が期待される。豊見城東道路・小禄道路が整備されることで、さらなる観

光活性化への期待が見込まれる。（図12,13,14,15）

出典：観光収入について（沖縄県）

●（図12）沖縄県における観光客数の推移

コロナ禍明け以降
右肩上がり

H23年度
小禄道路の新規事業化

（年度）

２ ．事業の必要性に関する視点
④観光の活性化１）事業を巡る社会情勢等の変化

●（図14）那覇港におけるクルーズ船寄港回数の推移

出典：那覇港管理組合ホームページ、観光統計（那覇市）、クルーズレポート（国土交通省）、那覇市観光統計

R7の寄港回数は
H22以降において
過去最高の予定

●（図13）レンタカー許可車両数・事業者数の推移

出典：業務概況（沖縄総合事務局陸運事務所)

H22年度以降において
過去最高値

（年度）

６

那覇港第二クルーズバース

新港ふ頭地区

予定

那覇港第二クルーズバース●（図15）那覇空港の旅客数の推移
利用者数（万人）

出典：大阪航空局
資料

コロナ禍明け以降
右肩上がり

（年度）

R5年に第二クルーズバースが供用開始大型クルー
ズ船の受け入れが可能となり更なる寄港回数の増

加に期待
写真：那覇港管理組合

那覇空港第二滑走路

写真：那覇港湾・空港整備事務所HP
※Ｒ６年度は、８月までの速報値に時刻表のデータベースから得られる発着回数の

拡大費（年度計÷８月までの累計）を乗じ、発着回数と旅客数を推計。

Ｒ２.３
供用



２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

●小禄道路 全体事業費 前回 (R4)：１，２４０億円 ⇒ 今回：１，５１０億円（＋２７０億円増）

項 目 主 な 内 容 増額金額

１．物価上昇等の情勢変化による資機
材及び労務費の増加に伴う増額

① 資材単価及び労務単価等の見直しによる増額 １４１億円

２．関係機関協議による増額 ② 橋梁上部工の架設工法の見直しによる増額 ３７億円

３．現地調査による増額 ③ 土質状況の変更に伴う残土の運搬、処分費による増額 ９０億円

４．その他 ④ 鋼橋製作工場箇所の変更に伴う海上輸送区間の見直しによる増額 ３億円

５．コスト縮減 ⑤ アンカーフレームの変更による縮減 -１億円

合計金額 ２７０億円

７



１．物価上昇等の情勢変化による資機材及び労務費の増加に伴う増額

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

■前回評価（R4）後の資機材・労務単価の変動に伴い、増額の必要が生じた。

■なお、今後も資機材単価や労務単価の上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

８



２．関係機関協議による増額

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

2車線通行（上り1車線、下り１車線）
送り出し
架設桁

2車線通行（下り車線）

2車線通行（上り車線）

当初 ： クレーン・ベント工法

変更 : 送り出し工法

P40 P43P41 P42

道路境界

断面

交通規制2車線通行

交通規制（クレーン等の作業ヤード）

断面

（下り1車、上り1車） （ｸﾚｰﾝ作業ﾔｰﾄﾞ）

■当初：上部工架設については、現道４車線の内、片側２車線を上下線１車線の通行、片側２車線を通行止めを行いクレーン・ベント工法

で架設を行う計画であった。

■変更：施工前に小禄道路渋滞協議会等において、周辺自治体や交通事業者より施工箇所は、渋滞箇所が点在するなど慢性的な渋滞がある

ため、交通規制を最小限にする旨の要望等を受けた。

そのため、４車線を確保した架設計画の見直しを行い、送出し工法及び多軸台車工法での架設工法の変更を行ったことで、増額が生じた。

変更 ： 多軸台車工法

変更 ： 送出し工法

2車線通行

断面

（下り2車）

2車線通行

（上り2車）

９

道路境界



３．現地調査による増額

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

■当初：現場発生土の受け入れ地として、最寄りの公共事業の盛り土等に利用する予定をしていた。

■変更：現場着手後、掘削土に重金属（鉛、砒素、ふっ素）が確認されたため、特定の取扱い施設へ運搬及び処分が必要となったが、県

内で当該規模の重金属土砂の処理が出来ないため、県外への搬送・処分費が追加になり増額となった。

土砂運搬経路図

１０

変更

重金属調査箇所①

（重金属有：掘削範囲内）

掘削範囲（重金属含み）平面図

当初
盛り土：耐震補強工事

工事用道路

A-A’断面図

重金属調査箇所③

（重金属有：掘削範囲内）

重金属調査箇所②

（重金属有：掘削範囲外）

計画掘削ライン

中城湾港

県内陸路運搬距離：２８km

県外へ海上輸送

約
6
m

土砂掘削範囲

331



２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

■当初：当事業の鋼製上部工の規格は沖縄県内で製作出来ないことから、最寄りの橋梁製作工場（九州）にて、工場からの現場までの

海上輸送、陸上輸送を見込んでいた。

■変更：工事契約後、入札参加者のうち最寄りの橋梁製作工場（関西）からの海上輸送、陸上輸送となり輸送距離が遠くなることから、

増額となった。

４．その他

製作工場（近畿地方）変更

海上輸送

那覇港
（沖縄県那覇市）

製作工場（九州地方）当初

海上輸送

変更

当初

１１



２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

●豊見城東道路 全体事業費 前回 (R1)：１，２３０億円 ⇒ 今回：１，２４０億円（＋ １０億円増）

項 目 主 な 内 容 増額金額

１．物価上昇等の情勢変化による資機
材及び労務費の増加に伴う増額

① 資材単価及び労務単価等の見直しによる増額 ９億円

４．その他 ④ 鋼橋製作工場箇所の変更に伴う海上輸送区間の見直しによる増額 １億円

合計金額 １０億円

１２



１．物価上昇等の情勢変化による資機材及び労務費の増加に伴う増額【再掲】

２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

■前回評価（R4）後の資機材・労務単価の変動に伴い、増額の必要が生じた。

■なお、今後も資機材単価や労務単価の上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

１３



２ ．事業の必要性に関する視点
●事業費の見直し２）事業の投資効果

事業費について

■当初：当事業の鋼製上部工の規格は沖縄県内で製作出来ないことから、最寄りの橋梁製作工場（九州地方）にて、工場からの現場ま

での海上輸送、陸上輸送を見込んでいた。

■変更：工事契約後、入札参加者のうち最寄りの橋梁製作工場（中国地方）からの海上輸送、陸上輸送となり輸送距離が遠くなること

から、増額となった。

４．その他

製作工場（中国地方）変更

海上輸送

那覇港
（沖縄県豊見城市）

製作工場（九州地方）

当初

海上輸送

変更

当初

１４



２ ．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果

１５○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1：一体評価B/C等の算定にあたり、供用区間（直轄事業）・事業中区間・調査中区間（計画段階評価、都市計画決定が完了している区間）は将来ネットワークに含む

広域ネットワークでの費用便益分析

南城市

豊見城市

那覇市

那覇港

那覇空港

高速自動車道

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

南風原町

与那原町

西原町

臨
港
道
路

小
禄
道
路

事業中区間
延長5.7km
小禄道路

事業中区間
延長6.2km

豊見城東道路

開通済区間
延長5.9km
南風原道路

B/C
(全事業)

EIRR

一体評価区間
（事業全体）

○ ○ － 1.3 5.5%

一体評価区間
（残事業）

○ ○ － 3.5 13.0%

＜那覇空港自動車道＞

那覇空港自動車道 延長約17.8km



■計算条件（小禄道路・豊見城東道路一体評価）

・基準年次 ：令和6年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成27年度全国道路・
街路交通情勢調査

・交通量の推計時点 ：令和22年度

・計画交通量 ：38,000台/日
・事業費 ：約2,750億円

・総便益（Ｂ） ：約5,916億円

・総費用（Ｃ） ：約4,450億円

・費用便益比 ：1.3

■総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、小禄道路・豊見城東道路の整備の
有無それぞれについて推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

〔参考：前回再評価（R1）〕

令和元年度

供用後50年

平成22年度全国道路・
街路交通情勢調査

令和12年度

32,900台/日
約2,200億円

約4,233億円

約3,089億円

1.4

２ ．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果

１６

【参考】

・費用便益比 ：1.7 (社会的割引率2%)

・費用便益比 ：2.1 (社会的割引率1%)



項目
小禄道路・豊見城東道路 一体評価

事業全体（R1） 事業全体(今回） 残事業（今回）

費用（Ｃ）（現在価値換算額）※1） 3,089億円※2) 4,450億円※2) 362億円※2)

事業費（億円） 2,992億円 4,213億円 333億円

維持管理費（億円） 97億円 104億円 29億円

更新費（億円） － 132億円 －

便益額（Ｂ）（現在価値換算額）※1） 4,233億円※2) 5,916億円※2) 1,264億円※2)

走行時間短縮便益（億円） 3,584億円 4,973億円 1,023億円

走行経費減少便益（億円） 469億円 721億円 183億円

交通事故減少便益（億円） 180億円 222億円 57億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.4 1.3 3.5

費用便益分析

２ ．事業の必要性に関する視点
●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果２）事業の投資効果

費用便益比の算出条件

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」
（令和5年12月：国土交通省道路局 都市局）
基準年次 :令和6年度
検討年次 :供用後50年（一体評価は最後の事業の供用から50年）
事 業 費 :現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率×ＧＤＰデフレータ（R5年公表値）
便 益 : ・①走行時間短縮便益②走行経費減少便益③交通事故減少便益

・上記金額は、道路整備前後における、 ①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額の差により算出
・なお、各金額は将来ＯＤ（Ｈ27ベースR22ＯＤ表）により推計した交通量を用いて算出

費用および便益額等については、令和6年度の価値に換算

費用便益比＝
便益【①+②+③】

費用【事業費∔維持管理費】

※1）費用および便益の金額は、社会的割引率（4％）、GDPデフ
レータ（R6公表値）を考慮し、現在価値に換算した値。なお、
維持管理費、便益額については供用開始より50年間の総額

※2）便益・費用の合計は表示桁数の関係で一致していない

１７



■計算条件（小禄道路）

・基準年次 ：令和6年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成27年度

・交通量の推計時点 ：令和22年度

・計画交通量 ：44,200台/日
・事業費 ：約1,510億円

・総便益（Ｂ） ：約1,264億円

・総費用（Ｃ） ：約1,586億円

・費用便益比 ：0.8

〔参考：前回再評価（R4）〕

令和4年度

供用後50年

平成27年度

令和22年度

39,300台/日
約1,240億円

約1,350億円

約1,248億円

1.1

■計算条件（豊見城東道路）

・基準年次 ：令和6年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成27年度

・交通量の推計時点 ：令和22年度

・計画交通量 ：32,300台/日
・事業費 ：約1,240億円

・総便益（Ｂ） ：約3,906億円

・総費用（Ｃ） ：約2,673億円

・費用便益比 ：1.5

〔参考：前回再評価（R1）〕

令和元年度

供用後50年

平成22年度

令和12年度

28,200台/日
約1,230億円

約2,672億円

約2,135億円

1.3

全国道路・街路
交通情勢調査

全国道路・街路
交通情勢調査

全国道路・街路
交通情勢調査

全国道路・街路
交通情勢調査

２ ．事業の必要性に関する視点
（参考）事業の投資効果 ●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果

１８

【参考】

・費用便益比 ：1.3 (社会的割引率2%)

・費用便益比 ：1.8 (社会的割引率1%)

【参考】

・費用便益比 ：1.6 (社会的割引率2%)

・費用便益比 ：1.8 (社会的割引率1%)

■総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、小禄道路・豊見城東道路の整備の
有無それぞれについて推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。



項目

小禄道路 豊見城東道路

事業全体
（R4）

事業全体

(今回）
残事業

（今回）
事業全体

（R1）
事業全体

（今回）
残事業

（今回）

費用（Ｃ）（現在価値換算額）※1） 1,248億円※2) 1,586億円※2) 350億円※2) 2,135億円※2) 2,673億円※2) 12億円※2)

事業費（億円） 1,220億円 1,559億円 322億円 2,082億円 2,605億円 10億円

維持管理費（億円） 28億円 27億円 27億円 53億円 68億円 1.2億円

更新費（億円） － － － － － －

便益額（Ｂ）（現在価値換算額）※1） 1,350億円※2) 1,264億円※2) 1,264億円※2) 2,672億円※2) 3,906億円※2) 201億円※2)

走行時間短縮便益（億円） 1,067億円 1,024億円 1,024億円 2,269億円 3,276億円 179億円

走行経費減少便益（億円） 210億円 183億円 183億円 294億円 482億円 15億円

交通事故減少便益（億円） 73億円 57億円 57億円 109億円 148億円 6.2億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.1 0.8 3.6 1.3 1.5 17.1

費用便益分析

２ ．事業の必要性に関する視点
●費用対効果（Ｂ/Ｃ）の結果（参考）事業の投資効果

費用便益比の算出条件

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」
（令和5年12月：国土交通省道路局 都市局）
基準年次 :令和6年度
検討年次 :供用後50年
事 業 費 :現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率×ＧＤＰデフレータ（R5年公表値）
便 益 : ・①走行時間短縮便益②走行経費減少便益③交通事故減少便益

・上記金額は、道路整備前後における、 ①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額の差により算出
・なお、各金額は将来ＯＤ（Ｈ27ベースR22ＯＤ表）により推計した交通量を用いて算出

費用および便益額等については、令和6年度の価値に換算

費用便益比＝
便益【①+②+③】

費用【事業費∔維持管理費】

※1）費用および便益の金額は、社会的割引率（4％）、GDPデフ
レータ（R6公表値）を考慮し、現在価値に換算した値。なお、
維持管理費、便益額については供用開始より50年間の総額

※2）便益・費用の合計は表示桁数の関係で一致していない

１９



●（図16）那覇空港から観光地への所要時間圏域

■観光の起点となる那覇空港から沖縄自動車道へのアクセスが向上することで、沖縄県全体の観光周遊活性化が期待される。また、那覇

空港から美ら海水族館までの所要時間が約２割（約17分）短縮するなど、北部・中部方面の観光地へのアクセス性も向上する。(図16)

出典：プローブデータ（R5年度全日昼間12時間平均）

那覇空港 那覇空港

沖縄美ら海水族館（海洋博公園）

コストコ（南城市）

小
禄
道
路

小禄道路・豊見城東
道路整備前

小禄道路・豊見城東
道路整備後

凡 例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上60分未満

60分以上90分未満

90分以上

凡 例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上60分未満

60分以上90分未満

90分以上

２ ．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果

その他期待されるストック効果等

出典：プローブデータ（R5年度全日昼間12時間平均）
２０

沖縄ワールド
奥武島

斎場御嶽

首里城跡

中城城跡

アメリカンビレッジ

赤字：世界遺産

座喜味城跡

万座毛

備瀬崎

美ら海水族館

今帰仁
城跡

やんばる
亜熱帯の森

古宇利
オーシャンタワー

勝連城跡

恩納村

赤字：世界遺産

座喜味城跡

万座毛

備瀬崎

美ら海水族館

今帰仁
城跡

やんばる
亜熱帯の森

古宇利
オーシャンタワー

勝連城跡

恩納村

本部半島まで
約90分で到達

【所要時間】
那覇空港～美ら海水族館
整備前 整備後

109分 ⇒ 92分

約17分

短縮

奥武島

斎場御嶽

首里城跡

中城城跡

アメリカンビレッジ

ジャングリア
(2025予定）

豊見城東道路

コストコ
沖縄ワールド

コストコ

小禄道路・豊見城東道路の整備
により那覇空港からの圏域が拡大
⇒観光のアクセス性が向上

【所要時間】
那覇空港～コストコ
整備前 整備後

39分 ⇒  25分

約14分

短縮

ジャングリア
(2025予定）

●地域活性化



■北部地域ではパイナップルやシークワーサー、中部地域では海ぶどうなど様々な特産物があり、多くを空路で運搬しているが、北部・

中部からの主な貨物は糸満工業団地で集積・仕分けを行い空港まで運搬している。小禄道路・豊見城東道路の整備により那覇空港まで

の所要時間が約１割（約9分）短縮することで、県内の物流産業の効率化・活性化が期待される。 (図17)

●（図17）北部地域の物流の流れ

小
禄
道
路

凡例

：物流拠点

【小禄道路・豊見城東道路 整備前】

那覇空港

糸満市

本部町

恩納村

大宜味村

沖縄市

今帰仁村

名護市

うるま市

塩塩

海ぶどう

ぬちまーす

パイナップル シークワーサー

アセロラ

２ ．事業の必要性に関する視点
●地域活性化２）事業の投資効果

その他期待されるストック効果等

２１

出典：プローブデータ（R5.4～R6.3）全日昼間12時間

豊見城東道路

【小禄道路・豊見城東道路 整備後】

小禄道路整備により
所要時間短縮

豊見城東道路整備
により所要時間短縮

【所要時間】北部地域～那覇空港
※北部地域の代表点として名護中心部を起点と設定

整備前 整備後

92分 ⇒ 83分

約9分

短縮
※集積・仕分け等の時間は含まない
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■南部地域では、開発が進んでいる「豊崎タウン」や「しおざきタウン」において更に大型商業施設や観光交流センターの開業が予定されて

いるとともに、豊見城市・糸満市では都市計画の見直しを図り企業誘致や拠点整備が進められ、広域的にまちづくりが進展。（図18）

■また豊見城市では人口増加により、県内の公立中学校では23年ぶりの新設中学校である豊崎中学校が開校するとともに、地元の雇用や沿線

地価、税収も増加しており、今後小禄道路等の整備によるアクセス向上で、さらなるまちづくりの進展が見込まれる。（図19,20）

●（図19）豊見城市の事業所数・従業者数の推移●（図18）南部地域の開発状況

小
禄
道
路

那覇市

南城市

豊見城市

糸満市

南風原町

八重瀬町

与那原町

琉球温泉・
瀬長島ホテル

瀬長島ウミカジテラス

アウトレットモールあしびなー豊崎タウン

豊見城市観光プラザてぃぐま館

西崎工業団地
南の駅やえせ

美々ビーチ

しおざきタウン

豊見城市役所

＜地域の声＞

今後小禄道路が整備されることで、物流の搬送ルートと生活交通が分離さ
れるため、近年開業した大型物流施設等から県内各地へのアクセス性が向
上することを期待しています。また、豊崎地区に大型リゾートホテル等の
建設計画もあるため、さらなる観光の活性化も期待しています。

近年整備された施設

整備中の施設

整備済みの地区

整備中の地区

凡 例

豊崎美らSUNビーチ

道の駅いとまん

とみとん

那覇空港

出典：豊見城市役所ヒアリング調査（R6.11）

運転免許センター

インターコンチネンタル沖縄
美らSUNリゾート

（R9オープン予定）

出典： 事業所・企業統計調査（H11・H16）
経済センサス基礎調査（H21・H26）、経済センサス活動調査（H28・R3）

事業所数
（民営）

従業者数
（民営）
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H26.6
国際物流拠点産業
集積地域指定

H27.3 豊見城東道路
全線4車線開通

増加傾向

■地価の変化 ■税収の変化

資料：地価公示（国土交通省） 資料：財政状況資料集（沖縄県）

約５割
増加

※市町村民税と固定資産税を集計

約７割
増加

※全用途

２ ．事業の必要性に関する視点

●（図20）豊見城市の地価及び税収変化

２２

（億円）（万円）

イーアス・DMM水族館

くくる糸満

名城ビーチホテル

友愛医療センター

豊崎中学校

DPL
沖縄豊見城Ⅰ,Ⅱ

トヨプラ

レンタカーステーション沖縄

豊見城東道路

●地域活性化２）事業の投資効果 その他期待されるストック効果等



4,647

4,239

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

整備なし

整備あり

■小禄道路・豊見城東道路の整備により那覇中心部等に集中している渋滞の緩和が図られ、南部広域市町村圏の損失時間が約１割減少す

ることが期待される。(図21)

■また慢性的渋滞の国道331号小禄地区についても、那覇空港関連交通等の転換により混雑緩和が期待される。(図22)

●（図21）南部広域市町村圏の損失時間 ●（図22）国道３３１号瀬長交差点付近の交通量と混雑度

豊見城・名嘉地IC

那覇空港

那覇空港IC

瀬長交差点

豊見城東道路

(仮称）
瀬長ＩＣ

２ ．事業の必要性に関する視点
●円滑なモビリティの確保２）事業の投資効果

その他期待されるストック効果等

２３

出典：整備前）交通量調査結果（R3.7実施）
整備後）R22将来交通量推計結果の交通量をR3道路・街路交通情勢調査の交通容量で除して算出

出典：R22将来交通量推計結果

損失時間（万人時間/年）

約１割減少

【算出範囲】那覇市、浦添市、豊見城市、糸満市、南城市、与那原町、南風原町、八重瀬町

国道331号 瀬長交差点

※R6.10.18撮影

国道331号 赤嶺交差点

※R6.5.15撮影

注）損失時間＝【Σ（（区間距離/平均速度）－（区間距離/基準旅行速度））×区間交通量×平均乗車人数×365）】
基準旅行速度は主要指標現況値算出マニュアル(案)に基づき設定



■小禄道路・豊見城東道路の整備により、那覇中心部南側の外郭環状道路が完成することから、那覇中心部を通過する交通が那覇空港自

動車道や西海岸道路に転換し、さらなる那覇中心部の交通渋滞の緩和が期待される。（図23）

■中心部の通過交通削減により交通の適正化が図られることで、バス路線の定時性向上や今後計画している那覇市LRT整備計画の推進な

ど、公共交通施策の支援も期待される。(図24)

●（図23）那覇中心部通過交通の利用割合の変化

出典：R22将来交通量推計結果

●（図24）那覇市等の基幹バス計画

２ ．事業の必要性に関する視点
●円滑なモビリティの確保２）事業の投資効果

その他期待されるストック効果等

２４
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が転換
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整備なし(R22)

小禄・豊見城東道路
整備あり(R22)

那覇中心部を通過する交通 那覇中心部を通過しない交通

那覇中心部の
通過交通が削減



那覇市

宜野湾市

浦添市

豊見城市

南風原町

西原町

八重瀬町

中城村

■沖縄県周辺で津波が発生した場合、沖縄の経済活動大動脈である国道５８号の一部区間では、最大5.0mの浸水が想定されており、救援

活動や物資輸送に支障が出る恐れがある。（図25）

■小禄道路・豊見城東道路の整備により、沖縄自動車道から那覇空港自動車道を活用した中部地区と南部地区を結ぶ人流、物流に寄与す

る災害時のリダンダンシーが確保できる。（図25）

２ ．事業の必要性に関する視点
●防災２）事業の投資効果

その他期待されるストック効果等

●（図25）沖縄県の津波浸水想定図

出典：国土数値情報 ２５

津波により、那覇中心部を
通る国道58号沿線では
最大5.0mの浸水が想定



２ ．事業の必要性に関する視点
●費用対効果（Ｂ/Ｃ）に含まれない効果の算定２）事業の投資効果

２６

時間信頼性の向上

■小禄道路・豊見城東道路の整備により那覇空港から北部方面のミッシングリンクが解消され、混雑の著しい現道国道331号の渋滞緩和も

図られることで時間信頼性（定時性）の向上が期待される。（図26,27）

■道路利用者の時間信頼性が向上することによる効果を貨幣換算すると、約４３５億円/５０年の効果が見込まれる。

【時間信頼性の向上】

対象路線
総余裕時間費用（億円/年） 時間信頼性

向上効果
（億円/年）整備前 整備後

小禄道路
豊見城東道路

873.7 846.2 27.5

「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」に基づいて 

時間信頼性向上効果を算定した結果、 

約４３５億円/50年の効果が見込まれる 

●（図26）時間信頼性向上効果のイメージ ●（図27）那覇空港～名護中心部の整備前後の所要時間

出典：プローブデータ（R5.4～R6.3）

出典：時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）

［参考］



1,434.4

1,423.9
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1,450

整備前 整備後

（千t-CO2/年）（千t-CO2/年）

２ ．事業の必要性に関する視点
●費用対効果（Ｂ/Ｃ）に含まれない効果の算定２）事業の投資効果

２７

地球環境の保全

■小禄道路・豊見城東道路の整備による混雑緩和に伴い、周辺道路等の速度改善や走行距離短縮が期待され、CO2排出量約10,600トンの削

減が見込まれる。（図28,29,30）

■ CO2排出量の削減効果を貨幣換算すると、約４.８億円/５０年の効果が見込まれる。

CO21tあたりの削減価値を
2,890円とすると

「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通

編）」に基づいてCO2排出削減効果を貨幣換算した結果、

約４.８億円/50年の効果が見込まれる
出典：公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）（H21.6）
※炭素換算トンあたりCO2の貨幣評価原単位10,600円/ｔ-Cより算定

（10,600円/ｔ-C ×0.273（換算係数）＝2,890円/ｔ-CO2）

● （図29）CO2排出量削減効果

約10,600トン削減

出典：道路におけるカーボンニュートラル推進戦略 中間とりまとめ 概要（国土交通省）

●（図28） 我が国のCO2排出量の内訳（2020年度）

● （図30）道路分野のCN推進戦略の柱の１つ：道路交通の適正化

出典：道路におけるカーボンニュートラル推進戦略 中間とりまとめ 概要（国土交通省）

［参考］



■小禄道路は平成23年度に事業化、豊見城東道路は平成3年度に事業化、平成26年度には全線４車線開通済み。

■小禄道路の用地進捗率は約99％、事業進捗率は約67％、豊見城東道路の用地進捗率は約99％、事業進捗率は約97％となっており、引き続

き全線開通に向けて整備を推進。

■事業の経緯

■事業の進捗率

※R6.9撮影

年次 小禄道路 豊見城東道路

平成2年度 都市計画決定

平成3年度 事業化

平成5年度 用地着手

平成9年度 工事着手

平成15年度
豊見城IC～南風原南IC

暫定開通(L=3.5km)

平成19年度 全線暫定開通（L=6.2km）

平成21年度 都市計画決定

平成22年度
豊見城・名嘉地IC
暫定ランプ開通

平成23年度 事業化

平成25年度 用地着手
豊見城IC～南風原南IC

完成開通

平成26年度 工事着手 全線４車線開通

小禄道路 豊見城東道路

事業費 1,510億円［1,240億円※］ 1,240億円［1,230億円※］

事業進捗率 約67％［約81％※］ 約97％［約98％※］

用地進捗率 約99％［約99％※］ 約99％［約99％※］

■進捗状況写真

■位置図

写真①

南風原北IC

西原JCT

那覇IC

南風原南IC

豊見城IC豊見城・名嘉地IC

小禄道路
L=5.7㎞

豊見城東道路
L=6.2㎞
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）
豊
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城
市
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嘉
地

（
至
）
南
風
原
町
山
川

那覇空港

（仮称）
瀬長IC

那覇空港IC

主要地方道

凡 例

一般国道

高速道路

一般県道

※R6.9撮影

写真②

３．事業の進捗状況の見込みの視点

※事業費増額前の数値 
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４.コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

２９

■小禄道路に関しては、計画段階においてアンカーフレームはアンカービームを含む一般的な形式で設計を行っていたが、新製品であるア 

ンカービームを不要とした直接定着方式にしたことにより、コスト縮減を図った。 

■今後も、技術の進展に伴う新技術・新工法の採用など、コスト縮減に努めながら引き続き事業を推進していく。 

アンカーフレームとは、
鋼製である下部工と、コンク
リート製であるフーチングを
連結する器具

ﾌｰﾁﾝｸﾞ

下部工

アンカーフレーム

当初：従来方式アンカーフレーム 変更：直接定着式アンカーフレーム

アンカービーム



１．事業の必要性

○地域活性化 ［P.20、P.21、P.22］

⇒那覇空港から美ら海水族館までの所要時間が約17分減少し、 沖縄本島北部や中部の観光地へのアクセス性が向上されることで、

観光産業を支援

⇒北部地域から空港までの運搬ルートが改善されることで所要時間が約9分短縮し、沖縄県全体の物流産業の効率化・活性化を支援

⇒豊見城市・糸満市では、都市計画の見直しを図り企業誘致や拠点整備が進められ、広域的にまちづくり進展が見込まれる。

○円滑なモビリティの確保 ［P.23、P.24］

⇒並行する国道331号の交通混雑が緩和する。【混雑度： 1.76 → 0.99 】
⇒小禄道路・豊見城東道路の整備により、那覇中心部南側の外郭環状道路が完成することから、那覇中心部を通過する交通が

那覇空港自動車道や西海岸道路に転換し、さらなる那覇中心部の交通渋滞の緩和が期待される。

○防災 ［P.25］

⇒小禄道路・豊見城東道路の整備により、沖縄自動車道から那覇空港自動車道を活用した物資輸送が可能となり、災害時における

リダンダンシーが確保される

◎費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝ 1.3 （事業全体）、 3.5 （残事業）

○小禄道路の用地進捗率は約99％、事業進捗率は約67％。
○豊見城東道路の用地進捗率は約99％、事業進捗率は約97％。
○小禄道路・豊見城東道路の早期開通に向けて、鋭意事業の進捗を図る。

３．事業の進捗と見込み

２．事業の投資効果

○那覇市・豊見城市の人口の伸び率は全国平均を上回る伸び率。［P.3］ ⇒ 人口の増加

○沖縄県の観光客数や那覇空港の乗降客数は年々増加傾向となっており、交通量が増加。［P.6］ ⇒ 観光需要の増加

５．対応方針（原案）

○対応方針(原案)：「事業継続」
３０


